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【概要】

　本センターとの共催により、慶應義塾大学法学部政

治学科と延世大学校政治外交学科が定期学術交流を兼

ねた公開シンポジウムを開催した。両学科間の定期学

術交流は1992年より毎年両校を相互訪問して行われ

ており、28回目となる本年は三田キャンパスでの開

催となった。公開シンポジウムでは両学科の教員が報

告・討論者として参加し、日韓関係の現状と課題、そ

して展望と協力可能性について活発な議論を展開した。

義塾内外から多くの聴衆を得て公開シンポジウムは成

功裏に終了した。議論の概要は以下の通りである。

　第１セッションは、「日韓関係の現状診断」という

テーマで、延世大学の金明燮教授と金聖昊教授が報告

をした。金明燮教授は、日韓基本条約により成立した

「1965年体制」を歴史政治学的な観点から分析した。

成立当時とは異なる国際秩序及び国際法的観点が

1965年体制の危機を招いていること、そして危機克

服のためには「未来のための合意体制」を作り上げる

必要があることを指摘した。続いて、金聖昊教授は、

近年の韓国における「司法積極主義」について、民主

化後の韓国社会の変化との関係性から論じた。

　第２セッションは「日韓協力の可能性模索」をテー

マに進められ、日韓両国それぞれの外交の観点から日

韓協力の課題と展望が議論された。まず日本外交の観

点から添谷芳秀教授が報告した。過去には日韓関係が

悪化すると学界及び民間レベルの関係も同様に悪化し

たが、政府間関係が最悪であると評価されている現状

でも両国の学界及び民間レベルでは問題解決のための

努力があるという点において、中長期的観点からみた

日韓関係はそれほど憂慮すべきではないと指摘した。

しかし、対韓国輸出管理厳格化をめぐる日韓の対立が

続く限り、短期的には関係悪化の局面は続くとの展望

を示した。続いて韓国外交の観点から報告した金基正

教授は、政府間関係が日韓関係の大きな部分を占めて
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公開シンポジウム「日韓関係の現状と協力可能性」

日　時：2019年12月23日（月）14：00～18：00

場　所：慶應義塾大学三田キャンパス東館６階G-Lab

共　催：韓国国際交流財団、慶應義塾大学法学部、延世

　　　　大学校政治外交学科

【プログラム】

第１セッション「日韓関係の現状診断」

　司　会：小林　良彰（慶應義塾大学）

　報　告：金　　明燮（延世大学校）

　　　　　金　　聖昊（延世大学校）

　討　論：山本　信人（慶應義塾大学）

　　　　　裵　　鍾尹（延世大学校）

　　　　　西野　純也（慶應義塾大学）

第２セッション「日韓協力の可能性模索」

　司　会：小此木正夫（慶應義塾大学）

　報　告：添谷　芳秀（慶應義塾大学）

　　　　　金　　基正（延世大学校）

　討　論：白　　宇烈（延世大学校）

　　　　　小嶋華津子（慶應義塾大学）

　　　　　禹　　炳源（延世大学校）

現代韓国研究センターからの報告現代韓国研究センターからの報告
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所　長　高橋　伸夫（法学部教授）

副所長　三尾　裕子（文学部教授）

　　　　駒形　哲哉（経済学部教授）

　　　　西野　純也（法学部教授）

（任期　2019年10月１日～2021年９月30日）

運営委員

杉野　元子（文）　　岩間　一弘（文）

神田さやこ（経）　　山田　浩之（経）

山本　信人（法）　　小嶋華津子（法）

大東　一郎（商）　　　遠藤　正寛（商）

山下　一夫（理工）　　岡村　智教（医）

田島　英一（総合）　　加茂　具樹（総合）

厳　　網林（環境）　　深堀　浩樹（看医）

中村　智徳（薬）　　　小尾晋之介（国セ）

加藤　昌彦（言文研）　山腰修三（メディア・コム研）

野村　浩二（産研）

　　　　（任期　2020年４月１日～2022年３月31日）

人　事人　事

高橋産業経済研究財団研究プロジェクト成果物

①岩間一弘　編著
　『中国料理と近現代日本－食と嗜好の文化交流史』

　（2019年12月25日刊行、慶應義塾大学出版会）

②山本　信人　編著
　『アジア的空間の近代
　　　　　　　知とパワーのグローバル・ヒストリー』

　（2020年３月30日刊行、慶應義塾大学出版会）

出　版出　版

（東京大学出版会、2019年）、磯部靖『中国統治のジレ

ンマ：中央・地方関係の変容と未完の再集権』（慶應義

塾大学法学研究会、2020年）が公刊された。

　また、王朝期より中国社会に根差した権力観をとら

えるべく、小嶋は朱安新（南京大学社会学部准教授）

と共訳で『現代中国の社会と行動原理：関係・面子・

権力』（翟学偉著、岩波書店、2019年）を出版した。

　方法・資料に関しては、鄭浩瀾、小嶋が香港中文大

学中国研究センター主催のワークショップ“Grass-

roots Historical Documents from 1949-1979”に出

席し、鄭は「関於1950年代初期青年日記的解読（1950

年代初期の青年による日記の解読について）」、小嶋

は「1950年代党対民衆生活的管理和基層幹部的作用

（1950年代の党による民衆生活の管理における基層幹

部の役割）」と題する口頭での報告を行った。

　そのほか、上野正弥は、2019年７月に北海道大学

で開催されたEast Asian Society for the Study of 

Religionにおいて、有澤雄毅は、同年10月に台湾国

立政治大学で開催された“East Asian Politics in a 

Changing Global Context”において口頭での研究報

告を行った。

旧体制の社会的ネットワークや利益関係を利用しなが

ら、上海の居住空間を掌握していく過程が論じられ

た。質疑応答では、上海における事例の汎用性から、

近年の中国学術界の中国建国初期に関する研究動向に

至るまで広範な議論が展開された。セミナー終了後に

は、張済順氏や歴史研究領域の研究者との交流会を

行った。

東アジア研究所学術大会における報告

　2019年７月６日に開催された慶應義塾大学東アジア

研究所第34回学術大会において、小嶋より新プロジェ

クトの趣旨および概要について報告した。

３．暫定的な研究成果

　2019年度は上記の活動を通じ、基層幹部の機能とい

う視点から中国の国家統合のあり方をとらえるための

題材や視角・方法、さらには過去と現在の連続性と非

連続性について各メンバーが考察し、２～３年後の出

版に向けた共通の基盤を築くことができた。

　本研究プロジェクトに関わる具体的成果としては、

田原史起『草の根の中国：村落ガバナンスと資源循環』
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